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ゴミゼロの日（5月30日）を含む10日間は、「５３０運動環境協議会」の提唱する春の５３０（ゴミゼロ）運
動期間です。当事務所でも5月30日（木）にお昼の休憩時間を利用し、“５３０運動”を実施しました。

事務所周辺の歩道や神野ふ頭緑地公園を廻り、ペットボトルや空き缶、プラスチック容器などゴミ袋15袋分の
ゴミを回収できました。ゴミのポイ捨てを無くすためには、こうした活動の取り組みを拡げ、企業や学校など各
団体での清掃活動を通じて、一人一人のゴミを捨てない意識を醸成していくことが大切であると感じます。

当事務所では今後も５３０運動の実施や周知に協力してまいります。

5月19日（日）、衣浦港で、高浜市の市民団体「渡し場かもめ会」が主催した「高浜の干潟の生きもの調査」
が行われました。この調査会は、子どもたちに干潟の様子を知ってもらい、環境を守る心を育てるために毎年開
催されているものです。

干潟調査の様子

ゴ ミ ゼロ

当日は天候にも恵まれ、児童と保護者等を合わせて約200人の方々が参
加しました。子どもたちは調査が始まると、岩に隠れているカニや貝など
を楽しそうに探していました。

生きもの調査の後は、当事務所職員から生きものについての解説を行い
ました。子どもたちは、自分が捕まえた生きものがどんな生きものなのか
熱心に質問してくれました。

捕まえた生きものについて熱心に質問する子どもたち

事務所周辺の歩道や神野ふ頭緑地公園でのゴミ拾いの様子 回収したゴミ
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

また、当事務所は訓練とあわせて、中部地方整備局港湾空港部のブースにて防
災に関する情報の紹介や説明を行いました。参加された学生や一般見学者の方は、
高潮が起こす被害や、中部地方整備局が所有する船である、清龍丸・白龍の紹介
などに関心を示されていました。

5月31日（金）、三重県志摩市の賢島（かしこじま）にて、中部み
なとオアシスの関係者等が集まる、「第12回みなとオアシス会議」が
開催されました。

本会議では、開催地を代表して志摩市の竹内市長から挨拶を頂いた
後、関係者から中部みなとオアシスの活動報告等が行われました。

また、翌日の6月1日（土）には、志摩市の浜島海浜公園にて、伊勢
えびの豊漁祈願の祭りである、「第59回伊勢えび祭り」が開催され、
当事務所も参画する中部みなとオアシス連絡協議会のブースを出展さ
せて頂き、イベントにあわせて地域の方々にみなとオアシスの活動を
PRさせて頂きました。

開会の挨拶をする
竹内志摩市長

活動報告をする
志摩市の大山係長

伊勢えび祭りの様子 中部みなとオアシス連絡協議会のブース

7月1５日（月・祝）、海の日にポートインフォメーションセンター「カモメリア」周辺一帯で「豊橋みなとフェス
ティバル2019」が開催されます。このイベントは多くの方に“みなと”に親しんでもらうとともに、“みなと”の重
要性や役割、港湾整備への理解を深めてもらうことを目的に、毎年海の日に開催されています。

◇日時：令和元年7月15日（月・海の日）
◇場所：ポートインフォメーションセンター「カモメリア」一帯

※詳細は豊橋商工会議所HPをご覧ください。
https://www.toyohashi-cci.or.jp/event/index.php

当事務所もブースを出展し、事業ＰＲとあわせて、地震によって起こる津波や液状化の仕組
みをわかりやすく知っていただくために、模型を使った津波実験と液状化実験を行う予定です。

是非ご家族・ご友人をお誘い合わせのうえ、ご来場下さい。
※出展内容につきましては事情により変更になる場合があります。

昨年度の様子（津波実験）

５月19日（日）、2019年豊川・矢作川連合総合水防演習・広域連携防災訓練が
行われました。豊田スタジアム近傍の矢作川右岸の会場には、国や地方自治体をは
じめ、企業や大学など41機関が参加しました。

ブースにて説明する様子

開会式の様子

本演習・訓練は、河川における洪水被害や土砂災
害、港湾における高潮被害を想定し、関係者の技能
習熟や関係機関の相互連携による防災体制の確立を
図ることが目的です。

https://www.toyohashi-cci.or.jp/event/index.php
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